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静岡県 宮城県
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 35 1 11 10 2 8 2 4 * (C) 14 1 3 5 2 10 2

5 * 2 0 1 0 3 3 3 5 * 3 1 0 0 2 3 0

6 0 0 0 0 0 0 0 6 * 4 0 2 0 3 2 3

7 0 0 0 0 0 0 0 7 - - - - - - -

8 * 17 0 8 1 3 11 0 8 0 0 0 0 0 0 0

9 4 0 2 0 0 3 1 9 * 19 3 5 0 3 9 1

10 - - - - - - - 10 * 4 0 1 2 3 0 0

11 - - - - - - - 11 2 0 1 0 1 6 0

12 0 0 0 0 2 1 1 12 - - - - - - -

13 * 2 0 1 0 1 1 0 13 2 0 1 0 1 2 0

14 * 7 1 2 0 1 7 4 14 2 0 1 0 0 0 1

0 0

67 2 25 11 12 34 11 50 5 14 7 15 32 7

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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伊藤　亮介

開　　康寿

会場： 和歌山市立河南総合体育館Fコート
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2015年9月24日(木)

静岡県 宮城県少年女子準々決勝

主審

副審

大串　梨沙

No. 24F-3 日時：

選　手　氏　名

篠宮　杏奈

見﨑　南美

河合　夏海

記載者 名古曽　智史 （所属）和歌山県バスケットボール協会

安達　美紀

　準々決勝。静岡県、宮城県ともマンツーマンで始まる。静岡県は＃４、＃８のインサイドプレー
ヤーが得点を重ねる。対する宮城県は早いパスワークから中外をバランスよく攻め、１４－１５で
宮城県リード。２ピリオドも拮抗した状態は続き、一進一退の攻防。静岡県は徹底してインサイド
を攻め得点していく。宮城県は堅いディフェンスから全員でリバウンドを取りにいき、＃４、＃９
などがミドルシュートを決める。前半を２６－２６の同点で折り返す。
　後半に入り、静岡県は＃４のフリースローでリードを奪うと、オールコートから厳しくディフェ
ンスする。そこから静岡県は一気に流れに乗り、点差を８点まで広げる。宮城県はタイムアウトで
流れを変えようとするも、静岡県の激しいディフェンスに対しミスが起こり点差は広がる。４７－
３５で静岡県がリード。４ピリオドに入ると、序盤はお互いに得点の取り合いで、点差は変わらず
試合が進む。しかし、試合中盤に味方のフリースロー後や相手のタイムアウト後に静岡県がオール
コートプレスで仕掛ける。これが功を奏し、＃４を中心に一気にたたみかける。結局６７－５０と
１７点差をつけて準々決勝をものにした。

田村　衣莉

戦　　評

合計合計

池ヶ谷　優香

加藤　陽

西村　茉優

山口　史乃

陽本　麻優

長田　槙

小山　純佳

髙橋　夏瑠

三須　秋穂

阿部　泉美

コーチ 三島　正敬

小幡　美乃理

コーチ

古郡　環

佐藤　蒔梨和

大野　紗奈

奥平　ひかり

佐々木　結

鈴木　那巳
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